
夢
物
語 

 

ハ
ワ
イ
（
４
島
周
遊
）
ク
ル
ー
ズ
の
旅 

 
ハ
ワ
イ
に
は
何
度
も
出
掛
け
て
い
る
が
、
今
回
は
体
調
が
万

全
で
な
い
こ
と
も
考
慮
し
、
船
旅
に
し
て
み
た
。
船
の
名
前
は

プ
ラ
イ
ド
オ
ブ
ア
メ
リ
カ
号
（P

r
i
d
e
 
o
f
 
A
m
e
r
i
c
a

）。 

ホ
ノ
ル
ル
港
（
オ
ア
フ
）
を
起
点
に
、
二
日
目
に
は
マ
ウ
イ

島
、
カ
フ
ル
イ
で
の
世
界
最
大
級
の
休
火
山(

標
高3

0
5
5
m
)

ハ

レ
ア
カ
ラ
噴
火
口
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
展
望
台
か
ら
は

火
口
内
が
一
望
で
き
、
高
山
植
物
銀
剣
草(

シ
ル
バ
ー
ス
ウ
ォ

ー
ド)

の
群
生
地
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
運
よ
く
、
快
晴

で
ハ
ワ
イ
島
や
オ
ア
フ
島
ま
で
も
望
め
た
。
四
日
目
夕
方
に
ヒ

ロ
（
ハ
ワ
イ
島
）
を
出
航
し
て
コ
ナ
に
向
か
う
と
、
途
中
キ
ラ

ウ
エ
ア
火
山
シ
ー
ニ
ッ
ク
ク
ル
ー
ズ
を
体
験
で
き
る
。
夜
九
時

半
頃
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
を
通
過
し
、
部
屋
か
ら
水
蒸
気
を
上
げ

な
が
ら
海
に
流
れ
る
溶
岩
が
展
望
で
き
た
。 

ク
ル
ー
ズ
七
日
目
、
カ
ウ
ア
イ
島
・
ナ
ウ
ィ
リ
ウ
リ
を
出
る

と
、
デ
ッ
キ
か
ら
は
ハ
ワ
イ
の
絶
景
「
ナ
パ
リ
コ
ー
ス
ト
」
が

楽
し
め
る
。
こ
の
海
岸
は
、
〝
地
上
の
楽
園
〟
と
し
て
紹
介
さ

れ
、
切
り
立
っ
た
断
崖
、
海
辺
の
洞
窟
、
連
な
る
ビ
ー
チ
が
全

長
約
２
５
キ
ロ
も
あ
る
。
道
路
が
無
い
の
で
船
か
空
か
ら
し
か

景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
悪
天
候
で
雲
が
か
か
っ
て
何

も
見
え
な
か
っ
た
の
が
、
運
良
く
突
然
晴
れ
て
景
色
を
堪
能
で

き
た
。
さ
す
が
今
回
の
ク
ル
ー
ズ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
だ
け
の
こ
と

は
あ
る
。 

こ
れ
だ
け
の
島
々
を
一
週
間
で
効
率
的
に
廻
れ
る
の
は
ク

ル
ー
ズ
で
し
か
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
ハ
ワ
イ
島
巡
り
で
は
一
番

豪
華
で
、
一
番
安
上
が
り
の
方
法
だ
と
思
う
。
船
上
で
は
楽
し

み
が
盛
り
沢
山
。
妻
は
タ
オ
ル
で
ア
ニ
マ
ル
を
折
る
講
習
会
に

参
加
。
自
分
も
最
低
限
、
ブ
ル
ド
ッ
グ
く
ら
い
は
と
思
っ
た
の

だ
が
失
敗
。
ス
タ
ッ
フ
は
猿
、
ワ
ニ
、
ダ
ッ
ク
、
蛇
、
等
等
・
・
・

何
で
も
リ
ク
エ
ス
ト
で
作
っ
て
い
た
。
思
わ
ず
拍
手
を
し
て
し

ま
っ
た
。 

幼
児
・
子
供
に
も
、
老
人
に
も
、
更
に
は
ゴ
ル
フ
好
き
に
も

楽
し
め
る
よ
う
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
が

組
ま
れ
て
い
る
。
毎
夜
の
シ
ョ
ー
、
カ
ジ
ノ
で
の
お
遊
び
は
ク

ル
ー
ズ
初
心
者
に
は
あ
り
が
た
い
楽
し
み
だ
。
家
族
を
船
に
任

せ
て
自
分
だ
け
ゴ
ル
フ
に
出
掛
け
た
男
性
も
数
多
く
い
た
よ

う
だ
。
自
分
自
身
は
伊
集
院
静
氏
の
著
書
「
夢
の
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
へ 

ハ
ワ
イ
編
」
に
載
っ
て
い
る
多
く
の
名
コ
ー
ス
を
目
の

前
に
し
な
が
ら
た
だ
指
を
銜
え
て
い
た
の
が
心
残
り
！
で
も

今
回
は
持
参
し
た
本
を
随
分
と
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
評
判
に

な
っ
た
、
浅
田
次
郎
著
「
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
」
は
仕

事
を
終
え
た
自
分
に
擬
え
て
参
考
書
に
し
よ
う
と
考
え
た
の

に
・
・
・
。
で
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
読
め
ば
満

足
満
足
。 

景
気
回
復
と
言
う
よ
り
下
降
が
収
ま
っ
た
感
が
し
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
遣
り
繰
り
が
大
変
で
す
。
で
も
皆
様
と
の
絆
さ
え
し

っ
か
り
と
し
て
い
れ
ば
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

※
ワ
イ
ン
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
は
富
士
山
麓
在
住
の
〝
オ
マ

タ 
 

タ
ツ
ロ
ウ(

笛
奏
者)

〟
さ
ん
で
す
。 

平
成
二
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二
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日 

株
式
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ジ
ェ
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ン
ド
ユ
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社
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兼
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Ｅ
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